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文 要 旨

論文題目

Thoracic manifestations of adult T-cell leukemia/lymphoma on chest CT: 

difference between clinical subtypes 

（胸部における成人 T細胞白血病／リンパ腫病変の CT所見：臨床病型の違いを中心に）
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【 目 的 ） A T L の胸部 C T 所見が臨床病型に

よ つ て どのよ う な違いがあ るかを検討 した。

【 方法 】 A T L と臨床診断された 4 ， 名 の初
診時 （治療前 の胸部 C T 所見を後方視的に

評価 した 。 A T L の病型を ヽ a g g r e s s 

V e t y p e （ n 2 8 急性型 リ ン

パ腫型） と i n d 

゜
I e n t t y p e （ n 

2 1 ＜ すぶ り 型 投性型） と に分類 し

その違いを検討 した。 検討項 目 と して、 小葉

中心性陰影 結節影 す り ガ ラス影 C 

゜
n 

s 

゜
I d a t i 

゜
n 気管支拡張 気管支

血管束肥厚 、 気管支壁肥厚、 小薬間隔壁肥厚、

蜂窓肺 C r a z y p a V n g a p p 

e a r a n C e ヽ リ ンパ節腫脹 （鎖骨上窯

腋嵩 縦隔 肺門） 胸水 心嚢水 皮下結

節の出現率につ いて検討 した。 統計はカイ 2 

乗検定を用 し）、 p 値が

゜゜
5 未満を統計学

的に有意とみな した。

また n d 

゜
I e n t t y p e と診断さ

れた患者の う ち a g g r e s s V e t y 



p e への急性転化を来 した 1 

゜
人の急性転化

時につ いての胸部 C T 所見につ い て も評価 し

た。

【 結果 a g g r e s s V e t y p e で

は 、 リ ンパ節腫脹がも つ と も出現頻度の高い

所見であっ た （ 6 8 ％ 
゜
肺野の所見と して

はす り ガラ ス影 （ 3 6 ％ 気 管支 壁肥厚

3 2 ％）  ヽ 結節 （ 2 ， ％） ヽ 小葉中 心 性陰影
（ 2 ， ％） が比較的高頻度にみ られ た 。 一 方 、
n d 

゜
1 e n t t y p e では、 リ ンパ節

腫脹 （ 2 4 ％）  ヽ 気管支拡張 （ 2 4 ％ がみ

られた。 リ ンパ 節腫脹 （ p 

゜゜゚
2 ） 

す り ガ ラス影 （ p 

゜゜
3 4 気管支血

管束肥厚 （ p 

゜゜゚
7 ） 小葉間隔壁肥

厚 （ p 

゜゜
1 3 胸水貯留 （ p 

゜
゜゚
7 ） で有意差がみ られ、 総 じて 、 i n d 

゜
1 e n t t y p e よ り も a g g r e s s 

V e t y p e で多 ＜ の異常所見がみ られ

た。



． 

急性転化を来 した患者では リ ンパ節腫脹が多

＜ み られ た （ 8 

゜
％） 
゜

（結論 ） 我々 の調べ た限 り ヽ 過去 に A T L の

胸部画像所見を臨床病型で比較 した報告はな

し‘ ゜ 胸部 C T では リ ンパ節腫脹 やす り ガラス

影、 気 管支壁肥厚な どの種々 の肺野異常陰影

が特に a g g r e s s V e t y p e でよ

り 出現する
.,. 
とがわか っ た。 気管支拡張につL 

いて は i n d 

゜
I e n t t y P e と a g 

g r e S S V e t y P e で同程度の出現

頻度であっ た 。


